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やさしさは、わたしから 
山口県　光市立岩田小学校　１年　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふるき),古木)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ともこ),智子)
わたしには、こうこうせいのおにいちゃんがいます。わたしは、おにいちゃんのことが、だいっきらいです。さいきんは、はなすとすぐにけんかになります。そのときは、とてもいやなきもちになって、もっとやさしいおにいちゃんだったらなあとおもいます。どうして、わたしにだけやさしくないんだろう。
　きのうもわたしが
「おにいちゃん、おりてきて。」
と二かいにいるおにいちゃんをよぶと
「うるさい。だまっちょけ。」
といいました。そんないいかたをしなくてもいいのにとはらがたって、おかあさんにほうこくをしました。
　おにいちゃんが二かいからおりてきました。そして、わたしがおかあさんにいったことにおこって
「おまえは、おれよりもべんきょうができん。」
といいました。わたしは、いまそんなことはかんけいないのに。いみがわかんないとこころのなかでおもいました。それをきいていたおかあさんが
「ともは、かしこいよ。だいじょうぶよ。」
といいました。わたしは、おかあさんは、おにいちゃんのことをおこるとおもっていたのにおこらずにわたしにやさしいこえをかけてくれました。わたしは、おにいちゃんがいったことばでは、なみだはでなかったのに、おかあさんのことばでなみだがポロポロでてきて、ないてしまいました。
　そのあと、なぜかおかあさんは、おにいちゃんにも
「いつもありがとう」
といいました。おにいちゃんはなにもいいませんでした。でも、そのあと、おにいちゃんはだまったまま、わたしにもひどいことはいいませんでした。
　わたしは、すこしたっておにいちゃんに
「ごめんね。」
といいました。
　わたしは、ひごろからおにいちゃんに
「バカみずき。」
とかいろいろとおにいちゃんがいやなきもちになることばをいったり、いやがることをしたりしていたから、わたしにやさしくしてくれなくなったんだとおもいました。だから、わたしが、やさしいことばをいったり、おにいちゃんがいやがることをしなかったりしたら、おにいちゃんもやさしいきもちになってくるとおもいます。
　かぞくだから、ついつい、いいすぎることがあるけど、やっぱりわたしはほかのやさしくしてくれるおにいちゃんじゃなくて、なんでもいえる、わたしのおにいちゃんがいいです。もっとやさしいおにいちゃんになってもらうために、わたしからやさしいことばをいっぱいいいたいです。
　わたしがおにいちゃんのことをすきをおもっていたらおにいちゃんにもつたわるとおもいます。まずは、わたしがかわります。
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